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ソマリア難民キャンプ

ＡＭＤＡは21世紀に生きる子どもたちの未来が

　平和であることを願って活動しています
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事務局便

班眠の回似

　カンボジア・チャンバック小学校再建プロジェクト

　　　　　　(デイケアセンターの子ども達)

　AMDAカンボジアでは１９９３年４月よりコンポンスプ

ー州において､国内避難民や貧困層の３歳から６歳の子ども

達約50名を対象に保育園(デイケアセンター)を運営して

います｡センターでは主に識字教育､基本的な保健衛生教育

そして栄養給食を実施しています。

　このデイケアセンターに通う子ども達が入学するのが､今

回着工の運びとなりましたチャンバック小学校です(関連記

事P4)｡子ども達は小学校の校舎が新し＜建て変わるのを今

か今かと楽しみに待っているそうです。

　ＡＭＤＡ§員ネットワーク

　　　　参加者募集

　ＡＭＤＡでは目下ネットワークシステムの

再構築を進めています｡この一環としてアド

レスをお持ちの会員の皆様には下記ネットに

是非ご参加下さるようご案内します。

●<amdajnet@amda.or.jp>

　AMDA会員とのインターフェイス機能を

　目的とし､AMDAの動きをリアルタイムで

　お知らせできます。

　(AMDA速報･イベント案内･人材募集)

　ご希望の方は＜member＠amda.or･jp＞

まで、住所、氏名、電話、FAXに併せお申

込み下さい。　　　　　AMDA会員情報局

＊書き損じのハガキ、未使用の切干･･ハガキ、各

　種プリペイドカード等がありましたらＡＭＤＡ

　にお送り下さい。

＊使用済テレホンカードは収集しておりません。

【送り先】岡山市楢津310-1　AMDA事務局

お問い合せは､TEL 086-284-7730 FAX　086-284-8959
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＊
アムダインターナショナル理事長 菅波 茂

新春のお喜びを申し上げます。

「A Global Network of Partnership forPeacethroughProjectswithSogo-fujoSpirit under Local

lnitiative」

　この15文字はAMDAのコンセプﾄをあますところな＜表現しています。このコンセフトにも

とづいてAMDAの活動は今後も展開されていきます。なお、Partnership（パートナーシップ）と

は困難を共にする人間関係です。 Peace （平和）とは「家族の今日の生活、明日の希望」が実現

できる状態のことです。 ProjectsはPeaceを妨げる戦争、災害そして貧困に対して実施されます。

　2001年を迎えましてAMDAインターナショナルは支援を必要とする人達と支援をしたい人達

とのマッチングを最大限に生かす団体としての機能を拡充していきた＜思っています。即ち、支

援を必要としている人達のLoca目nitiative（現地優先主義）そして支援をしたい人達（ドナー）へ

の責任を果たすためのCentraljzation（組織の中央集権化）を両輪として、AMDAの目的である

「Co-Existence of Diversity（多様性の共存）」を具体化した執行部の多国籍化のもとに、下記の

目標を2001年からの５ケ年間で実現していきた＜考えています。

　　　　　１）支部数:　　　　　　　50

　　　　　2）姉妹団体数:　　　　　200

　　　　　3）プロジェクト数:　　　200

　　　　　4）予算（年間）　　　　　100億円

　関係者の方々の温かいご指導とご支援に厚＜感謝申し上げますと共に､本年が皆様方にとりま

して最良の年になりますよう心からお祈り申し上げます。

＊
アムダインターナショナル事務局長 カーンマハムドザマン

命

謹んで新春をお祝い申し上げます。

　いよいよ21世紀が明け、ＮＧＯにとっても新しい時代が来ようとしています。ＮＧＯは開発途上

国のコミュニティー開発において重要な役割を果たしています｡ＮＧＯやNPOが社会をより良＜す

るためのパートナーとして世界で認められてきています。しかし、ＮＧＯがもっと運営の専門性と轟｀

透明性を高め、財政資源の利用において責任を持つことも求められています。医療、技術、そし　゛

て財政といったリソースを十分に活用して活動を維持し、首尾一貫した国際協力を行わないかぎ

り、保健デリバリーシステムを強化し伝統的アプローチを越えて、疾病と貧困の悪循環を断ち切

ることはできません。

　途上国では保健、教育、経済や環境等の問題によって多＜の人々が貧困から抜け出すことがで

きません。途上国の貧しいコミュニティーの住民は、生活を変える可能性を秘めていても、リー

ダーシップや方向性を欠いているのです｡ＮＧＯが意義あるサポートを提供し､開発途上国でﾀﾞイ

ナミックで革命的な変化を起こす手助けができるのはそこなのです。

　今年もAMDAは人道活動のネットワークを通じて世界の国々を繋げていきたいと考えています。

そして、新しい支部を増やし、国内外の組織と関係を築けるよう努力しています。 AMDAの目標

は、平和、繁栄、そしてパートナーシップの構築、疾病の除去、世界の恵まれない人々の生活が

向上する手助けをすることです。

　ＮＧＯが重要な役割を担うようになるにつれて課せられた課題は多々あります。 AMDAはそう

いった課題に取り組みつつ、人道活動に一願力を注いで行＜所存です。最後になりましたが、皆

様のご支援に厚＜感謝申し上げるとともに、本年もＡＭＤＡの活動を温か＜見守ってくださいます

ようお願い申し上げます。
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AMDA国際医療情報センター所長

　　　　　　　　　　　小林　米幸

　　　　新年あけましておめでとうございます。

　　　我が国にとっての20世紀の最後の10年はパズル経済か

　　　らの急降下すなわち経済不況の混乱の中で終わりました。

　　　日本社会の内なる混乱に拍車をかけたのはこの景気の波に

　　　翻弄された在日外国人という巨大な集団の存在だろう｡彼

　　　らを内包することにより､我が国の国内社会はいやおうな

　　　しに国際化への転換を迫られた。このような情況下､社会

　　　のニーズに支えられて平成３年４月にAMDA国際医療情報

　　　センターは生まれました。

　　　　センターのめざす社会は外国人が国籍や肌の色によって

　　　差別を受けない社会であり､このような社会が構築された

〃k　とき、センターの役割も終わるはずです。しかしながらセ

　　　ンターヘの外国人医療・医事電話相談は年間４干件にもの

ル

アムダ国内防災機構（仮称）理事長

　　　　　　　　　　　岡田　旅人

　21世紀になりました。

　これからもAMDAが社会のニーズに応えられるように、

努力していきましょう。

　国内防災担当の岡田員人です｡昨年は石原知事が主催し

た東京都の防災訓練や毎年参加している静岡県の防災訓練

等に参加いたしました｡AMDAの名前は各県の防災関係者

にもかなり認知されてきたことと思われます。

　さて阪神･淡路大震災以後､厚生省は災害拠点病院の整

備や災害時情報システムの充実を積極的に行ってきまし

た。初期は血の通っていない制度でしたが、担当者の努力

でかなり充実したシステムになりました｡最近の有珠山噴

火や三宅島噴火、鳥取西部地震などでは迅速な情報交換

と、医療チームの派遣が実施されました。

　このような状況下でNGOはどう活動すべきか、再度検

アムダ国際福祉事業団理事長

　　(A田)A－OGAS)的野　秀利

　21世紀の紀始年頭にあたり、初春のお慶びを申し上げ

るとともに､AMDAｸﾞループの皆様の益々の御健康と御活

躍をお祈り申し上げます。

　AMDAの国際公益事業の中で国際・環境・福祉ボラン

ティア体験学習、国際理解教育、平和学習等の社会教育事

業、障害者福祉事業、地球環境保全事業を担当して参りま

したアムダ社会教育福祉事集団は昨秋､アムダ国際福祉事

業団へと改称し､事業団本部を岡山県哲多町に移転致しま

ぽり、相談者は外国人はもとより医療機関、区役所、市役

所、保健所など行政の末端組織、ホテルなどの民間企業、

そしてＮＧＯと広がっており、センターに対する社会の

ニーズはー段と強まっているというのが実感です｡ゆえに

今後のさらなる有効な活動をめどして本年4月設立をめど

にセンターのＮＰＯ法人化を進めているところです。

　センターの主な仕事である外国人に関する医療･医事電

話相談はともすれば政治や思想の世界に密接な関係を持つ

だけにその舵取りは難しい｡海外での医療貢献にだけ目を

奪われず､国内の「国際」医療問題にいち早＜気づいてセ

ンターを設立したAMDAの先見の明を語りに思うととも

に、この難しい舵取りと運営をやりとげてきた事務局ス

タッフ、通訳スタッフに敬意と感謝の意を表したい。そし

てこの21世紀、センターを含むAMDAｸﾞループが私達の

幸せと良心を代弁して国内国際社会のニーズによ＜応え、

結果としてｸﾞループの飛躍の世紀となることを祈ってやみ

ません。

討する時期にきているのではないかと思います。　ＮＧＯが

活動するためには、１）情報の入手、２）県との連絡、

３）派遣人材の確保、４）派遣手段の確保、５）医療器材

等の確保、などを迅速に行わなくてはなりません。特に東

京都や静岡県との問で培ってきたような､県の医療防災担

当者とのパイプがなければ迅速な派遣は不可能と思われま

す｡今年度はそのようなパイプ作りに努力することも必要

と思われます。

　また厚生省が整備してきた救急医療関係者の派遣システ

ムは、緊急の早期派遣と救急医療には効果を発揮します

が､少し落ち着いてきた状況での医療需要には十分対応で

きない可能性もあります。したがって発災72時間を過ぎ

てからもＮＧＯ活動の必要性は存在します。これをAMDA

としてどう捉えるか｡みんなで考えていくことも必要だと

思います｡昨年のように新たな災害が各地で起こると思わ

れます。医療NGOのAMDAがそれにどのような対応をし

ていくのか、問われる年だと思われます。

した。今後も、学校の総合学習や地域、職域における生涯

学習の場に国際協力の現場の声をお届けして､当該分野の

発展並びに啓発に寄与する所存でございます。

　当事業団では、従前のAMDA国際大学構想をベースに

更に検討を加え、その結論として公設民営の研修機関（大

学校）の創設を目標とする国際貢献大学校開設計画を’97

年末に打ち出しました。以来、関係機関や自治体との度重

なる協議を経て､哲多町における公設国際貢献大学校の設

置を以てその具現化に漕ぎ着けることができました。

　今後とも、当事集団の公益事業に対し御理解、御協力を

賜りますようお願い申し上げます。

λＭＺＭおuj71�2θ!J/./3



カンボジア報告

カンボジア・チャンバック小学校再建プロジェクト中間報告

　　　　　◇

コミュニティサービス局

　　　伴場　賢一

　ＡＭＤＡ高校生会と共に推進してまいりました、

チャンバック小学校再建プロジェクトは､本年2月末

完成を目標に昨年12月１日に着工の運びとなりまし

た。

　建設費用につきましては、２年間AMDA高校生会

のメンバーが地道に募金活動を続け､また広島市に本

社を置きます（株）ウエスト様のご協力をいただきま

したおかけで、建設に踏み切る事が出来ました。

　当初の計画では教室2部屋のみの予定でしたが､皆

様のご協力のおかげて教室４部屋・職員室・多目的

ルーム（図書館を含む）・お手洗いなどの再建が可能

となりました。

　この誌面をお借りしまして､ご浄財いただきました

全ての方々にお礼申し上げます。

　去る10月にはご協力いただきました（株）ウエス

トご一行と共に現地の視察を行いました｡雨季の真っ

最中であった為、教室内は雨漏りがひどく、壁も朽ち

かけた木材が際立って目につくような状況でした。

再建が始まった現在､旧校舎は取り壊され児童達は隣

4　AMZMJaur7z�2θθj.7

接するお寺や青空のもと授業を受けています。

　今回の私どもの小学校再建プロジェクトは､校舎の

再建だけでは終わりをみません｡現地に密着したプロ

ジェクト､すなわちカンボジア国では長きに渡る内戦

によってまた政治的な弾圧などの原因で､将来を担う

人材不足が問題となっています。

　現在でも､家計の事情から小学校に通う事の出来な

い児童達､充分な教育を受けないまま教壇に立ってい

る教師達､またこの地区の住民は内戦時難民化してい

た人々が多い為大人達も充分に教育を受ける事が出来

なかった内戦の被害者でもあります。

　これらの硯点のもとに､校舎を利用し、児童に安定

した教育を受けさせるべく教員へのトレーニング･地

元住民への識字教育･保健衛生教育など今後様々なプ

ログラムの実施を通して､継続的に支援してまいりた

いと思います。

　今後もご支援賜りますよう､よろしくお願いいたし

ます。

Ｃ
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　　　　チャンバック小学校再建プロジェ

　　クトがスタートし、念願の校舎再建

　　が12月１日に着工し、あとは今年春

　　の完成を待つばかりとなりました。

　　　　当社は新築住宅「骨太住宅」やリフ

　　オームを手掛け、全国展開している

　　バウスメーカーです。今までは毎週、

　　近隣の公園を社員全員で掃除をした

　　りといった、ささやかな地域貢献を

一k　しておりました。 AMDAさんを知っ

｀-　たのは「AMDA自販機」でご活躍の

　　ヒカリエンタープライズさんでした。

　　長田社長さんが当社の社長と竹馬の

　　友の関係で、ある時一本のビデオを

　　頂きました。女優の吉永小百合さん

　　がナレーションをし、神田うのさん

　　がレポーターとしてネパールを訪ね

　　たテレビ番組が録画されたビデオで

　　す｡何気なく社員達と見ていて､熱く

　　涙が出てきた。「我々も何かしたい！

　　役に立ちたい！」そんな思いの中、

　　AMDA事務局を訪ね、我々ができる

　　ボランティアを考えました。 AMDA

　　事務局の成渾さんや岡安さんから、

　　今回の学校再建のプロジェクトの説

　　明を受け、AMDA高校生会のメンバ

､●一が頑張っているこのプロジェクト

　　に参加することになったのです。

　　　　昨年10月、AMDAカンボジアに於

　　けるチャンバック小学校の再建の視

　　察の為、カンボジアを訪問しました。

　　日本から約５時間、タイの首都バン

　　コクに到着、乗り換え便で約３時間

　　の待ち合わせ、やっと一日をかけて

　　カンボジアの首都プノンペンに到着

　　しました。

　　　　翌朝コンポンスプー州の知事や教

　　育関係者と打ち合わせの為に出発、

　　コンポンスプー州の学校に併設され

　　た教育長の事務所でミーティング、

　　州知事やPTA代表、地区代表、教育

　　長等が出迎えてくださった。今回の

　　プロジェクトはこの地域から更に奥

　　地にある学校で難民や戦争で親を無

　　くした子供が多く、人口が増加して

　　いる地域であり、様々な援助が行き

カンボジア視察に寄せて
　　　◇

（株）ウエスト

佐々部　宏

届かない地域との事。そんな僻地の

チャンバック小学校は雨が降ると勉

強する場所が限られ、僅か一棟の校

舎もぼろぼろ、今や380名の生徒数に

増加し大変不自由しておりコンポン

スプー州あげて今回のプロジェクト

に対し感謝するとの事でありました。

　在カンボジア日本大使館では外務

省を通じ、山本参事官（臨時大使）が

出迎えて下さり、今回のプロジェク

トに対し目本国とし感謝すると共に

大使館として「カンボジアは数年前

に内戦が終了したばかりで、インフ

ラや社会基盤の復興に向け努力して

いる」との事､是非成功していただき

たいとの熱い要請が有りました。

　翌朝、チャンバック小学校に向け

出発、民家が藁葺き屋根に変わるこ

ろやっと到着、道は粘土質の為水は

けが悪く泥だらけで、道無きぬかる

みの寺院の境内を進んで行くと、ト

イレも給水施設も無く、今にも崩れ

そうな校舎が見えてきました。老朽

化した校舎は床も無く、「こんな校舎

に約400名近くの生徒が学んでいる

とは思えない」と思いながら校舎に

入ると、100名以上の生徒や先生が我

々を温かく迎えてくれました。感激

と驚きの中、「我々はこの学校建設に

協力する為日本からやって来ました」

と言う挨拶をしました。その時の子

供たちの喜びと期待を肌で感じれば

感じるほど涙が出る思いがし、完成

を待ちわびる子供達の姿がいつまで

も目に浮かんできます。

　更にこの着工の寄稿に寄せ、関係

者の皆様にあらためて感謝と御礼を

申しLげます。
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ホンジュラス報告

　朝晩肌寒くなってきました｡急激な

気候の変化に、私も含め、風邪をひい

ている人が増えています｡年を締めく

くる一大イベント、クリスマスを1ヶ

月後にひかえ､町のあちこちで飾りが

つけられ､クリスマスソングが流れ始

めました。

　今ホンジュラスのメディアをにぎわ

せているのは大統領予備選です。２大

政党（Partldo　LiberalとPartido

Naciona1）が来年の大統領選挙に向

けて候補者選びをする選挙が12月の

中旬に実施されます｡公共事業が利用

されたりと様々な形で票集めが繰り広

げられており、政治家遠の醜い争いが

続いています。ある国民党の有力候

補者は､予備選直前に突然出生が問題

になり、ホンジュラス国籍が認められ

なくなり立候補断念を余儀なくされそ

うな状況です｡別の自由党の有力候補

者は、ラモン・アマヤ・アマドール

（ＡＭＤＡの活動するスラム、以下

RAA）の土地所有問題の解決を促し

たことにより、RAA内のかなりの票

を集めることになりそうです｡ロー力

ルスタッフ曰く、金を持っている候補

者が勝つ。

さて最近（主に11月）の活動報告です。

＜排水溝建設＞

　AMDA鎌倉クラブなど、みなさん

からのご寄付により、ラモン･アマヤ･

アマドール42ブロックの排水溝がほ

ぼ完成しました｡住民の方に非常に感

謝されています｡排水溝建設により衛

生状況が改善され､また道路の状態も

保持されることになります｡読売新聞

社の記事を読んだ方や青年海外協力隊

ホンジュラスOB会からも寄付金がよ

せられたので､今後はスラム内でもプ

ライオリティの高い区域で排水溝の建

設を継続していく予定です。

＜保健ボランティア育成＞

　RAAにて保健ボランティア育成の

第２モジュールの第１週目（第２週目

は12月第１週を予定）を実施しまし

た｡テーマは主に自尊心とリプロダク

6　Am）Ajam�2師リ

ホンジュラス便り

　　　　◇

前田あゆみ

ティブヘルス。保健ボランティアとし

て無償でコミュニティに貢献するため

には熱意を持つことが不可欠です｡そ

のために第↓週目初日は自己啓発から

始めました｡その後対人コミュニケー

ション、ジェンダー、妊娠・出産等に

ついて学びました。第１モジュールよ

り参加者数は多少減少しましたが、う

れしいことにボランティアの意識は高

まっています｡今後もボランティアが

最初に持った熱意を維持して活動を

行っていくために家庭訪問､救急箱供

与などの側面支援をしていき､ゆくゆ

くは地域の保健衛生向上のリーダーと

なるように協力していきたいと思って

います。

＜エイズ教育＞

　ホンジュラスは中米の17％の人口

を擁する一方、HIV感染者数は中米内

の60％をしめています。現在報告さ

れている感染者数は約15､000名です

が、実際には検査を受けない人が多

い､検査結果が集計機関に集まらない

などの要因で､少なくともこの倍は存

在するといわれています。男女とも

20代に最も感染者が多く見られ、最

近の傾向としては、女性、胎児への感

染が増加してきています≒エイズは

まだまだ社会的にマイナスに見られて

おり、例えば家族内に感染者がいても

内緒にしておく、もしくは感染が分か

ると差別する､家を追い出すといった

行動パターンが一般的にみられ､感染

者に精神的苦痛を与える結果となりま

す。また月に最低でも5､000レンピー

ラ（約330ドル）かかる治療薬は一般

の人にはアクセスできないといった状

況も存在します。こういったケア体制

（心理的ケアも含め）の不整備に加え、

今後明らかに増加していくエイズ孤児

の養育といったことも問題となってい

ます。 AMDAでは、性について語る

には欠かせないジェンダーや自尊心と

いったテーマも含め、STD ・エイズ予

防教育、広報活動に取り組んでいま

す。

11月27日28日の二日間にわたっ

て､ホンジュラスにおけるエイズ関連

団体のアンブレラ組織、Funducion

Fomento　en　Salud（Health Pro-

motion　Foundation）スタッフの協

力を得て、ＨＩＶ・エイズについての

“Traininμ　of　Trainers”を開催し

ました。 Ｒ八八の保健ボランティアフ

名、Carriza1（カリサル～テゲシガル

パ巾内の低所得者居住地域、人口約４

万人）の保健ボランティア４名、

Carrizalヘルスセンター所属のソー

シャルワーカー２名とAMDAスタッ　　ー

フ（私も含め）４名が参加しました。　

ｆ

　ワークショップでは世界におけるエ

イズ現況、ホンジュラスの状況､感染

経路、予防法、コミュニティにおける

エイズ教育、STD（Sexually

Transmitted　Disease : 性感染症ド、

またボランティアとして働いていくに

は欠かせない熱意､自尊心についても

取り上げました｡残念ながら時間上の

制約から、当初はプログラムに含まれ

ていた家庭内暴力､エイズ基本法につ

いては削除しなければなりませんでし

た｡これらのテーマは全て関連してお

り、ボランティアと一緒に学び考えて

いくために、別の機会を設けたいと

思っています。

　２日間の密度の濃いワークショップ

でした｡ヘルスセンターレベルでの講

習会よりも専門性が高かったので､参

加者の満足度も倍増､やる気もさらに

昂揚したようです。終了後、自分の

パートナーや､近所の人と学んだこと

をシェアしていきたいという感想が多

くありました｡今後はワークショップ

に参加した保健ボランティアを中心

に､各自の住むコミュニティでのエイ

ズ予防教育を徹底していく予定です。

＊　感染している女性からしていない

男性よりも､感染している男性からし

ていない女性に対しての方が感染の可

能性が高くなります｡また胎児感染率

は約30％。

＊　他のSTDにかかっているとそれ

だけHIV感染の確率が高くなります。

　　　　　　　（2000年11月30日）

ｆ
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ホンジュラス排水溝建設プロジェクト中間報告

　AMDAでは、みなさんのご協力をいただき、ホンジュラスの酋都テグシガルパのスうムで排水溝の建設を行

なっています。（詳しくはAMDAジャーナル４月号と11月号をご覧下さい）これまでに、セメント代の募金とい

う形でご協力いただいた額は、

588,850円 56件山月30目現在）

に達しています。お陰様を持ちまして、第１期工事のラモン・アマヤ・アマドール地区の42ブロック（24世帯）

でほぼ完成するにいたりました。

　ホンジュラスでは現在隣国の二カラグアとともにデング熱の流行が見られ、その拡大が懸念されています。デ

ング熱は蚊が媒介する感染症で、治療としては対症療法しかなく、重症化すれば死にいたることもある病気です。

これに対する有効な予防としては蚊の退治をすることしかありません。既に完成した42ブロックではマラリアや

下痢とともにこのデング熱の脅威が大きく減ったと言えるでしょう。

　42ブロックでかかった費用は見積りよりやや多くなっていますが、これは、砂と石も購入する必要が出たこと

と、セメントも１軒当たり５袋から７袋が必要になったためです。住民は労働力を提供する他に、測量士への支

払いとして300レンピーラ（約2､200円）とセメント１袋分を負担しており、これは平均月収が75ドル（約8､250

円）程度の住民にとって決して軽い負担とは言えません。

　今後AMDAでは第1期工事の残高で順次ブロックを定めて建設作業に取りかかることにしています。総額が当

初の目標である160万円に達すれば、ラモン・アマヤ・アマドール地区の中でも状態の悪いところを重点的に改

善することができます。そのためにはみなさんのご協力が必要です。引き続きご支援をどうぞよろしくお願いい

たします。

収入合計

支出合計

残高

　588,850円

　178,200円

　410,650円

巾00年11月30目現在）

ｌｍ当たり　約1､060円

１軒当たり＝約7､420円

Ａ　　・４　ｙ言
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　12月10日鎌倉芸術館でＡＭＤＡ鎌倉ク

ラブ主催のチャリティコンサートが行なわ

れました。当日、入り口には時間前から列

ができ、予定より早めの開場となりました。

　コンサートは合唱あり、踊りあり、器楽

の演奏ありの楽しいものでした。特に、普

段あまり生で聴く機会のない二朗と中国琵

琶の演奏では、姜さんと楊さんのご夫婦の

素晴らしい演奏に会場からは大きな拍手と

掛け声がかかっていました。

　大変多くの方々がこのコンサートに準備

から携わって下さいました。この場を借り

てお礼申し上げます。ありがとうございま

した。　　（文責：中南米担当　富岡　洋子）
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アンゴラ報告

アンゴラ国内避難民救援プロジェクト
　　　　　　　　　　　◇

アンゴラ服務所　プロジェクトコーディネーター

　　　　　　　　谷合　正明

　　　　　　　　0000年12月）

皆さんアンゴラにようこそ！

　AMDAは本年９月より南部アフリ

カのアンゴラ共和国にて国連難民高

等弁務官事務所（UNHCR）アンゴラ

オフィスの協力のもと、難民支援プ

ロジェクトを開始することになりま

した｡今回、日本政府もアンゴラに対

しては国際機関を通して、資金的な

サポートをしております。　こうした

中、わたしは、アンゴラで活動する唯

一の日本のＮＧＯとして、ＡＭＤＡに

対する期待の高さ、また役割の大き

さを日々感じております。

　このプロジェクトは、具体的には、

北部ザイーレ州のムバンザ・コンゴ

という町にある州立病院において、

AMDAの医師による診療、現地病院

スタッフのトレーニング、栄養プロ

グラム、予防接種プログラム等を中

心に実施するものです。今回がアン

ゴラからのはじめてのレポートとな

ります。今回はあっという間に過ぎ

去ったこの2ヶ月の足跡を辿ってみた

いと思います。

１

アンゴラプロジェクトについて

　８月21日､岡山本部より２名のスタ

ッフがアンゴラ駐在の辞令を受け、

関西空港を飛び立ち、一路南アフリ

カ経由でアンゴラに向かった。その３

日後には、アフリカのジブチ共和国

から2名の応援部隊が､パリ経由でア

ンゴラに向かった。日本からの2名は

わたし谷合（プロジェクト・コーディ

ネーター）と田中一弘（ファイナン

ス・オフィサー）、ジブチからの２名

は、AMDAジブチオフィス駐在代表

のハサン氏と同じくAMDAのプロジ

ェクトに従事中の伊藤まり子医師で

ある。

　ＵＮＨＣＲは難民支援を一手に引き

8　AMD/1 jθ脚77a/2θθ/.7

受ける国連機関で

ある。アンゴラで

のUNHCRのプロ

ジェクトは、98年

にみたび再開され

た内戦の影響を受

けて大幅縮小して

以来、２年ぶりに

本格的に始まるも

のであった。

ＡＭＤＡも95年か

ら９８年まで、

UNHCRの実施パ

ートナーＮＧＯと

して、サンザ・ポ

ンボという小さな

町で、病院支援の

ムバンザ・コンゴのオフィス　スタッフ全員

プロジェクトを行っていた。

　前回は帰還難民支援が中心のプロ

ジェクトであったが、今回は100万と

も200万人とも言われている国内避

難民の生活支援が目的である。

　1975年にポルトガルから独立して

以来、この国の人々は、25年にもわ

たる内戦に苦しんできた。この内戦

は世界の冷戦の縮図と言われた。現

在も、内戦に終止符が打たれたわけ

ではない。反政府軍組織である

UNITAは、11月口口の独立記念日

を前にして、まだ戦争は続いている

との声明文を発表したばかりだ。

　アンゴラは本来豊かな国であった。

石油もダイヤも採れる。広大な国土

は､農業にも適した土地を持つ。ある

国連関係者は「資源で言えば､世界で

一番豊かな国かもしれない。だが最

もまちがった歴史を繰り返してきた

国だ」と言っている。

　結果､首都ルアンダには､地雷で足

を失った人が集まり、国内の別の地

方を追い出された国内避難民の数が

増大している。地方に目を移せば､都

市と都市を結ぶ道路は、まったく安

全ではなく、物資が届かないでいる。

食料はもちろん、医療や教育といっ

た基本的な生活基盤が、行き届いて

いない。緒方貞子難民高等弁務官は、

今年1月の国連安保理の席上、アンゴ

ラを、アフリカでもっとも人道的危

機がある国と形容した。

「

　国際機関やNGOのなかでは、アン

ゴラはもっとも援助が難しい国とさ４

れる。その1つが物価の高さ。農業を

始めとして国内産業は長引く内戦の

影響で､ずたずたにされた｡すべて輸

出に頼っているといっても過言では

ない。ゆえに首都ルアンダは､東京以

上の物価の高さである。驚くことに、

田舎町であるムバンザ・コンゴの食

料品は、ほとんど空輸に頼っている

ためルアンダ以上に高い。もう１つ

はいまだ十分な安全が確保されてい

ないということ。国内には、1000万

個の地雷が埋まったままである。そ

して輸送の問題。わたしたちNGOは

首都近郊の難民キャンプを除いて、

ほとんどの活動場所で世界食料計画

（WFP）の輸送機に依存している。陸

路での移動は安全が確保されていな

いため、事実上不可能だ。
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２．プロジェクト立ち上げ

　９月14目、われわれはようやく

UNHCRとの契約を済ますことがで

きた。本年12月までの４ヶ月のプロ

ジェクトであるが、おそらく来年も

引き続きAMDAは同様の事業を実施

していくことになるだろう。契約に

こぎつけるまでに時間がかかったの

には、理由がある。　もともとAMDA

はムバンザ・コンゴにある州立病院

の整備事業をする予定であった。と

ころが政府側が実は、まったく同様

の事業を計画していることが判明レ

急速、われわれはUHNCRと政府と

の交渉のもと、この病院のスタッフ

のトレーニングや栄養プログラム、

ワクチン接種などの事業に変更する

ことになったからだ。いねばハード

事業からソフト事業への方向転換で

ある。

　まずわれわれが一番はじめにしな

ければならなかったのは、オフィス

の設立であった。以前、この国で

ＡＭＤＡはプロジェクトをしていた

が､何もかも撤退していたので､今回

はすべてゼロからのスタートであっ

た。オフィス設立とは、要するに、現

地政府に必要な手続きをとり、銀行

口座の開設をし、スタッフの雇用を

するといったことである。

　難航したのは、オフィスを見つけ

ることだった｡物価が高い上に､家賃

を6ヶ月や一年の前払いで請求するの

で、非常に高額な資金が必要であっ

た。金額以上に､家主との交渉は難し

いものだった。突然、家賃を10万円

あげてきたり、契約直前になって別

の業者に家を貸してしまったり。わ

れわれは常に忍耐を要求された。

　最終的にAMDAアンゴラの新しい

オフィスは、10月フ日に決めること

ができた。はじめオフィスには何も

なく、現地職員を含め私たちスタッ

フは､文房具やテーブル･いすも無い

状態で仕事を続けた。 10月23日には、

プロジェクトサイトであるムバンザ･

コンゴにもオフィスを設立した。　こ

のオフィスは、ムバンザ･コンゴでも

っとも好条件の家であったが、台所｡

トイレ･窓といった基本的にすべての

８月24日　アンゴラ入り　　　　　＼

（6月に第１回の調査チ,-ム（ハサン･谷合･奥見医師）を派遣している）
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個所を修復しなければ住めない状態

であった｡今では､ルアンダのオフィ

スは､かなり環境も整い始め、岡山の

本部とは電子メールでやり取りでき

る状態になった｡現在のところ、ルア

ンダのオフィスとムバンザ･コンゴの

オフィスとは、衛星電話と無線をつ

かって、交信を進めている。

３．ムバンザ･コンゴ

　　(Mbanza　Congo)

　　一町の様子と州立病院の現状

　この町は、名前が示すように、アン

ゴラ国内でも北部のコンゴよりの地

域に位置する。隣国コンゴ（旧ザイー

ル）からは、わずか60km離れたとこ

ろである。首都ルアンダからは、約

1000キロメートル離れており、小型

飛行機で約１時間15分の距離である。

人口は、約4万人で、ザイーレ州の州

都ではあるが、さびれた町との印象

がある。この町の歴史は古く、15～

16世紀に、サブサハラアフリカで一

番古い教会が建てられている。今で

もキリスト教の活動は盛んで、ポル

トガルなどから来ているシスターが

数名活躍している。

　町にはこれといって特別なものは

何もない。ただ滑走路があるだけの

飛行場を中心に、政府の建物が目立

つぐらいである。大きな青空市場が

一ケ所あるが、ここ数年陸路での大

量輸送が困難であったために、食料

品を含め建築資材などほとんどのも

のが不足あるいは入手不可能である。

しかし治安状況が改善されたため

か、10月には首都から大量の物資を

積んだ政府の輸送トラックの隊列が

到着し、翌日にはまたたく間に雑貨

屋などが町に開店した。

　19り8年には内戦がひどくなり、こ

の町の住民が隣国のコンゴに難民と

して流出したり、国内の別の地域に、

避難を余儀なくされた｡現在､ムバン

ザ･コンゴは、周辺の安全状況の改善

に伴い、コンゴからの帰還難民や周

辺の地域に逃げていた地元住民が徐

々に戻り始めてきている。ただし､住

民の基本的な生活基盤が整っていな

いため、急ピッチに町の機能が回復

しているとは言え、緊急的な支援活

動が望まれている。

　ここで活動するNGOは、AMDAを

含め５つほどある。それぞれが医療、

水、農業、教育、住居などの分野で、

UNHCRのパートナーシップのもと、

プロジェクトを進めている。私たち

は10月下旬にオフィス立ち上げをし

たわけで、現地ではもっとも新しい

NGOである。蛇足ではあるが、はじ

めオフィスは仕事するどころか住め

る状態ではなく、この地でプロジェ

クトをする前にまず、水と発電機に

よる電力の確保を行った。

　町の中心部には、AMDAの活動場

所である州立病院がある。約80床ほ

どの病院には、産婦人科、小児科、外

科、臨床検査室など名前としてそろ

ってはいるか、中身はないない尽く

　　　　　/U井)z4､/θ11ry7α/2θθ/｡79
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州立病院の玄関

病院内の仮設テントの中の子ども患者

しで、医薬品はもちろんのこと、ノー

トやペンなどの事務用品もない｡病院

には、スタッフが100人ほど登録され

ているが､政府から給料が十分に支払

われていないためか､一部の看護婦な

どはルアンダや他の都市へ仕事を求め

て出てしまっているようである｡そも

そもこの町には､医師の資格のあるも

のが1人しかおらず、その医師が州の

保健吉の役人でもあるため､あちこち

に飛びまわっており、この病院にいな

いことも多い｡つまり常駐の医師不在

の病院と言えよう。

　衛生環境も極めて悪い。現在病院

は､政府による改修工事が進められて

いる途中で、何人かの入院患者が、仮

設テントでの生活を余儀なくされてい

る。このテントは､昼間太陽が照れば、

中はものすごく暑くなり、また一度雨

に見舞われると隙間から雨が差し込む

という、最悪の環境である。現在は雨

季であるため､熱帯地方特有のスコー

ルに見舞われると､患者の健康状態が

10　/UW£)/1./aljr77�2θθ/｡/

病院へ薬の援助

第１回ヘルストレーニングの受講模様

気遺われる。入院患者の疾病は、主に

結核、黄熱病、眠り病、マラリアなど

ほとんどが感染症であるが､適切な処

置も施されず､患者は病院の中で“放

置”された状態である。

　このような状態だからこそ､私たち

が現地へ赴いて政府に事業の目的と内

容を説明したとき､歓迎されたのだと

思う。　とくにAMDAが常駐の医師を

派遣することに対して大いに歓迎され

た。他のNGOや政府からは、医薬品

の供与があっても､それを使いこなす

医師の派遣が今まで無かったからであ

る。政府の役人だけではなく、住民が

とくに歓迎していることに大きな意味

がある。ある一人の婦人は、「AMDA

が来てくれて本当に嬉しい、とくに私

たち女性は産婦人科医を求めていたの

です！」と喜びの声を口にした。

　11月16日に医療コーディネーター

であるリアコット医師による、トレー

ニングプログラムが始まった。このト

「

レーニングプログラムというのは､病

院の医療スタッフに対する正しい医療

知識の普及を図るものである。

　援助依存をなくすために、住民の

CaPacity　Buildinμを主眼に入れたｆ

プロジェクトが期待されているのであ

る。第1回のクラスは、現地でもっと

も恐れられているツエツエ蝿を媒介と

する眠り病についての講義であった。

　当日は病院スタッフ22人が参加し、

約1時間のレッスンと質疑応答となっ

た｡当然通訳を介しながらのレッスン

であったが、皆真剣に耳を傾けてい

た。ただ、ノートとペンがないために

メモをとれるものが少なかった｡そこ

で私たちは学習用に最低限必要な文房

具を病院スタッフ全員に送ることに決

めた。またなぜだか分からないが、参

加者全員が男性であった｡女性のスタ

ッフが半数以上いるはずなので､今後

は女性の参加も促すことも考えなけれ

ばならない。



ミャンマー報告

離任にあたつてｰ「もがき、助けられながら」

　　　　　　　　　　　　　　　◇

AMDAミャンマー駐在代表　大森　佳世

　20閣年10月をもって、２年３ヶ月

にわたるミャンマーでの任期を終了い

たしました。これまでの什事や生活を

振り返って、報告したいと思います。

＜感想＞

　　　NGOにしろ何にしろ、人は仕事を

　　していく上で、また生きていく上で、

｛何らかの考えを持って生きています。

　　団体としての、そして自分という1人

　　の人間としての信念を含めた性質を形

成するには､その土台となる多くの情

報がインプットされなければなりませ

ん｡そのためにはできるだけ多くの人

と会い、意見を聞き、事実を把握する

作業を、人間は知らず知らずのうち

に、営んでいるのでしょう。自分の考

えや生き方はさておき、ここでは

AMDAミャンマーという団体の信念

を伝えたいと思います。

　AMDAミャンマーの体質は､AMDA

本部､ひいては菅波代表の意向を大き

く汲んだものであることに間違いあり

ません。国連NGOに認定された医療

NGOとして、世界に広がるAMDAネ

ットワークを担う一事務所として､尊

敬と信頼の国際ネットワークに対応

し、プロ意識を持ちながら、地域の信

輯吐を得て、地元と手を取り合い、地

元のためになる活動を推進していくこ

とです。その中で、「現地の文化の尊

重」「現地の自立の支援」「相互の信頼

関係の醸成」は常に念頭にあります。

こういうAMDAの性格、自由に意見

を出して議論を尽くす風通しのいい空
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気､そしてこういう土壌を剔出する代

表の人柄に魅せられて、私たち

AMDAスタッフは集まっているのだ

と思います。

　そしてミャンマーでは立ち上げにご

尽力された吉岡先生。言葉ではなく、

行動で実現させた人です｡言葉では何

だかんだ言っても､実際に行動できな

い人､途中で挫折してしまう人はいく

らでもいます｡それでもその気持ちだ

けでも立派なのですが、その中で、実

際にこの国のために2年という時間を

つくり、有言実行された姿は、心から

敬服します｡ミャンマーに来られるた

びに、また日本へ帰国するたびに会っ

て､ふざけながらもきちんと意見を交

わします。お互いに真剣勝負です。ま

た、桑田先生のアドバイスは、実務面

でも助かります。帰国された後も、日

本にいれば必ず会い､そしてミャンマ

ーヘも何回か来て下さり、その度にポ

ツポツと｢こういうのがいいかなあ｡｣

[ああでもない、こおでもない｡]と２

人で頭をつき合わせては、仕事のこ

と、生活のこと、語り合います。

　その上で、ミャンマーで活動するに

あたり、常に忘れてはならないこと

は､｢軍事政権下での活動｣ということ

です。何でもかんでも報告、報告、報

告｡そして許可がなければ自分たちの

プロジェクトサイトにさえ移動できな

い現実。そういう状況の困難さは、こ

の国で活動しているNGOの数の極端

な少なさ(全部で30団体ほど)にも

現れているように思います｡例をあげ

ればキリがありません｡半年くらいた

ったある日、メッティーラヘ30分く

らい電話をかけ続けてようやく通じた

ときに、日本語が話せるスタッフのや

さしい声を聞き､｢ウソーテン…｣と名

前をいうや否や､ポロポロと涙が流れ

て、止まらなかったこともありまし

た。１人で責任を持ち、知らず知らず

のうちにたまった緊張感｡｢大丈夫｡私

たちがついていますから｡安心して下

さい｡｣と､いつもはこちらからの指示

を受けて行動しているスタッフの優し

い言葉を聞いて､切なくなったことも

ありました。人のやさしさを感じず

に、ミャンマーで活動した日はないで

しよう。

　それでもここで仕事したいのは、

｢開発途上国の中でも極端に高い乳児

死亡率｣をかかえるミャンマーという

12　Å/ぼ)AjθμΓyz�2θθ7.7

AMDAミャンマー事務所（メッティーラ）のスタッフと

　　　　　　　前列右から５人目が筆者

国の現状に対して､何とかしたいとい

う気持ちがあるからです。「私たちの

ターゲットはあくまでもコミュニティ

ーであり、打倒政府ではなく、打倒病

気である。政府がどうであろうと、そ

こはAMDAという団体の目的として

は関係がない。目的を遂行するために

障害となる活動はしない｡／欧米の民

主主義の価値観をアジアという土壌に

押し付けないで欲しい。日本のNGO

として､アジアに位置する国の一員と

して、独自性を持った活動をする。自

分が意識しようとしまいと、AMDA

は日本のNGOとして人から見られて

いるわけで､そういう意味では日本を

代表しているつもりである｡」「その目

標とする民主主義自体にも、140近い

少数民族をかかえるこの地域で､根付

かせようとすることに対して､疑問が

ないわけではない。自由をさけんで銃

に洗われているアメリカしかり、コソ

ボしかり､インドネシアしかり｡」様々

な局面で、議論してきた内容です。こ

れが今の、AMDAミャンマーの精神

的真髄になっていると思います。

　こうして仕事をするには､自分に余

裕がないとできません。その意味で、

仕事とプライベートのそれぞれの時間

を大切にするためにも､途中からは仕

事だけに没頭することなく、息抜きや

自分の時間を大切に使えたことが､仕

事の面でも幸いだったと思います｡い

つもおいしい日本食を作ってくれて、

笑顔で話しかけてくれるヤンゴン事務

所のラシーちゃんは､本当に神様のよ

うでした｡ときにはミャンマー料理を

教えてくれました｡そして運転手のミ

ンミン、夜警のジョージョなど、楽し『

い仲間に囲まれていました｡相棒のナ

ンセンは、地理的には離れても、心の

上では永遠の相棒です。

　プロジェクトを推進していく上で、

医療スタッフではない私にはわからな

いことが山ほどありました｡そのたび

に深い見識のある上田先生や吉岡先

生、ソーナイ医師など、それがわかる

医師に間いて､解決できたことも幸運

でした。

　ミャンマーでの生活は､大変な而も

たくさんありました｡停電が激しかっ

た頃はパソコンも冷蔵庫もエアコン、

FAXも使えない状況でも、日常業務

をストップすることはできません｡暗

闇の中で作業をしたり、電気がある夜

中に徹夜して、申請書を書いたこともｆ

ありました｡寒い冬に夜風に吹かれな

がら、蝋燭の灯りのもとに集まって、

人々と議論を交わしたこともありまし

た。ダニや虫に噛まれると、痛かった

り岸かったりする上に､常に傷跡が残

ってしまっています｡ねずみが走るが

タガタの列車で、１日中揺られて目的

地まで到遠しなければならなかったこ

ともありました｡それでも到着できる

とうれしいのは､国内の至るところに

ある検問所で、２週間前に申請して取

得した移動許可書を所持していても、

足止めを食らうことが頻繁だからで

す｡ふと間違うと崖から真っ逆さまと

いう大きな石だらけの山道を､霧のた

めに１メートルしか視界がない中､進

んだこともありました｡度重なるタイ

ヤのパンクで時間がかかりすぎて､そ

れでも検問のためにも夜道を進むしか



AMDAミャンマー子ども病院開所式でのアトラクション（1999.11）

一’なく、ゲリラの存在に脅えながら当局

　　の監視の下、一晩かけて進みました。

　　いくらお腹の調子が悪くても､相手か

　　ら出された油の多い料理や山羊のお乳

　　を右手で食べなければならず､意を決

　　して食べ物に手を出したこともありま

　　す。泥棒に入られたこともありまし

　　た｡地方で体調を壊して病院に担ぎ込

　　まれたときは､唯一の病院と呼ばれる

　　施設が窓ガラスが割れて薄汚れたベッ

　　　ドが並ぶ中に寝かされて､点滴の針や

　　薬すらないため自分たちで薬局へ走

　　り、買わなければなりませんでした。

　　雨期には膝まで水につかりながら､移

　　動を余儀なくされたこともあります。

　　どこへ行っても当局に監視され､自由

　　に行動ができないこともありました。一

プロジェクトで大きなお金が動くた

　　め、スタッフの間で不正が生じて言い

　　争いになり、どちらもひけずに怖い思

　　いをしたこともありました｡そして一

　　人でかかえる仕事量の多さに睡眠不足

　　が続き､責任の重さに頭が混乱しそう

　　なときもしばしばでした｡プロジェク

　　　トサイトヘの道の悪さ､通信事情の悪

　　　さなど、大変なことをあげれば、おそ

　　　らくキリがありません。

　　　　しかし、こうした状況に始めはとま

　　どいつつも､苦しいと感じたことはあ

　　りませんでした｡何とか打開策を考え

　　たり、相手とギリギリの交渉をするこ

　　とはかなり楽しく感じられたし、また

　　いくらもがいていても､必ずどこかで

　　誰かに助けられ､励ましていただけた

　　からです。

　　　そして､仕事以外でミャンマーを楽

　　しめました。この国でどれはどの距離

２年３ヶ月の任期を終了し、帰国報告をする筆者（2000.11）

を移動したことでしょう。移動の自由

が厳しく制限されている中で､民間人

でありながら、仕事やプライベート

で、すべての州と管区や、国境地帯を

訪れることができました｡戦時中の日

本車の情報将校でさえ､そこまで訪れ

ることはできなかっただろうとも言わ

れています。そこでその地域の市場、

お墓、ロンジー、モヒンガー（ミャン

マー人が朝食にとる煮麺）、ダンスな

どと出会いました｡行く道が困難なだ

けに､到着先の村で出会うものは一段

と新鮮に感じますし､少数民族が伝統

を固守しようとする気持ちと外国から

入る新しい概念との衝突について共に

考えさせられ、多民族国家の懐の深

さ、そして多くの野生動物や自然のす

ばらしさにも感銘を受けました。

　祝日にはヤンゴンをはじめ、いろん

な場所で、ミャンマー人と一緒に、宗

教的・民族的な行事も楽しめました。

月の半分くらいを滞在するヤンゴンで

の生活は､仕事が終わるとスポーツジ

ム、テニス、水泳を楽しめました。ま

れにマッサージやディスコ、ビリヤー

ドにも行きました｡竪琴や舞踊を細々

と習い、ミャンマー文化も楽しめまし

た。逆に地方に行くと、たっぷりと読

書の時間を持てます。また、ミャンマ

ー映画やビデオも楽しめます｡後半は

日本企業の方々とのお付き合いも盛ん

になり、いろんな投資のお話なども聞

かせていただけました｡そうした色々

な場面をもとに､一冊の詩集も完成し

ました。

　私事になりますが､この地で生涯の

伴侶と出会えたことも、幸運でした。

お互いに元々はアフリカを希望してお

り、ミャンマー赴任は流れに乗って何

となくという感じだったのですが､仕

事で貴重な鍛錬を積ませていただけた

上に、こういう出会いに恵まれて、幸

せです。

　２年３ヶ月を過ごしたミャンマーで

の任期を終え､今はやっとホッとした

ような､それでいて少し寂しい気持ち

もしています｡毎日が真剣勝負だった

ような､それでいて毎日がパラダイス

だったような､不思議な感覚がしてい

ます。そしてまたいつか、ここへ戻っ

て来るような気もします｡そんなミャ

ンマーに少しでも多くの人が関心を持

ち、「ミャンマーの入って本当にいい

ね｡」と言って下さると､心からうれし

く思います。自分が住ませてもらって

いる国の人たちのことを､すばらしい

と言われると､やはりうれしく感じま

す。

　いつも助けてくれたミャンマーの人

たち、日本から私の活動を支えて下さ

ったＡＭＤＡの関係者やご支援いただ

いた方々、そして私の活動に理解を示

してくれた家族に､ただただ感謝の気

持ちでいっぱいです｡何のとりえもな

い私ですが､健康に恵まれたことに対

して感謝し、また次の仕事に望みたい

と思います。１月からは待望のアフリ

カです。どんなことが待ち受けている

のか、楽しみです。これからもがんば

りますので、皆さん、またご支援をよ

ろしくお願いいたします｡本当にあり

がとうございました。

ﾒ1jWZ)り4jaMryl�2朗j.j 13



ミャンマー報告

ミャンマーの人達が教えてくれた母性

　そもそも､海外旅行さえしたことの

ない私が､何故途上国の母性に足を踏

み入れることになったのか､事の始ま

りは自分自身の出産にあった｡なんと

も自然な女性の身体のメカニズムのす

ばらしさ､そして我が子を思う心の偉

大さ、いわゆる母性に魅せられた。そ

れだけの理由で助産婦になろうと決

め､育児の真っ只中助産婦の資格を得

た｡それほどまでに魅力を感じた母性

だが、病院に勤務すると、その医療介

入の多さと業務に追われ､時に母性の

本来あるべき姿を二の次に感じてしま

う悲しい自分であった｡物の無い医療

の中で、自然な出産が見たい。ただそ

んな思いから今回の活動に踏み切る事

になった。

　私は正直言ってボランティア精神は

持ち備えていない。２週間という短期

の中、人の為ではなく、自分自身の為

という気持ちでミャンマーヘ来た。

　マジズ村という貧しい村の助産婦と

の関わりをとおして心に残る体験の一

部を紹介する。

　　　母性の偉大さを感じた

　助産院を訪れた時、産まれたばかり

のかわいい双子ちゃんが入院してい

た。その家庭はとても貧しく、次の食

事さえ摂れるかどうかわからないほど

の状況。上には４入の子供かおり､｡｡合

計８人家族。助産婦さんは「双子のう

ちの一人を誰かに譲っては」という話

をもちかけた。返ってきた返事は「自

分は食べずに死んでもいいから自分の

傍らから離したくない｡」だった｡これ

ぞ母性の偉大さ、子供が何人いようと

もそれは変わりはなかった。

　　　　　愛情に包まれた村

　助産所では毎週ボランティアの医者

が妊婦検診にやってくる。その日もイ

ンド系の濃い顔の医者が検診へ出かけ

た。産婦人科の医者ではないらしい。

その医者は助産所へ向かう途中､妊婦

へのおみやげに黒砂糖を購入してい

た。貧血の予防の為とのことだった。

14　/1肘/Mjθaz7?�2θθ7.7
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助産婦　河崎洋紅

日本でも妊婦には

貧血予防の為の食

事指導はしている

が、その食べ物を

手に入れることが

できるかなんてここ

とまでは考えない。）;……

しかしこの村は違

う。

　帰り際その医者

は、その日の検診

で気になる妊婦の

家庭訪問をした。

一日中立ち仕事を

しており流産しか

かっている妊婦に、

家族を含めた指導

をしたいとの理由。

ボランティアでこ

こまでやってのけ

るこのインド系の

医者の精神のひと

かけらでも日本へ

持ち帰りたいと思

った。と同時にこ

の医者の行動をボ

ランティアという

言葉で片付けたく

ないとも思った｡ボランイアという言

葉があるからいけないのだ｡ますます

この言葉が嫌いになってしまった。

　たくさんの愛情に包まれたこの村の

空気は気持ちが良く、居心地が良かっ

た。

　　　　たくさんの笑いの中で

　　　　産声をあげたベビー

　愛情に包まれたこの村で､お産が見

たい。その思いが実り、ある初産婦さ

んのお産に立ち会うことができた｡お

産の時は5人の助産婦が関わり大きな

声で声援したり、時には冗談を言った

りして大きな笑い声もあった｡言葉は

通じないが､その笑うお産の中に立っ

ている自分がとても嬉しくて一緒に笑

った｡出産は国境のない同じ喜びなん

だということを実感した｡時間は夜中

の３時、この空間だけが意気揚々と勤

いていた｡そしてかわいい男の子が大

きな産声をあげた｡産声の中でいつま

でも温かい空気が流れた｡同じ心を持

つ者達が一つになれた喜びは大きかっ

た。

　母性とは、どこの国であろうが、医

療介人があろうとなかろうと､なにも

変わるものではない｡答えは簡単だっ

た。しかしそれを教えてくれたのは、

母になったいい顔を見せてくれた彼

女、助産婦さん達、そしてミャンマー

の人達だった。母子に限らず、人が支

え合って生きていくことの大切さも教

えてくれた｡助産婦の立場としてでな

く、人間として生きていく上で、温か

いミャンマーでの体験を忘れないでい

たい。

4゛
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1954～55年

1956年

１２

ﾒ1AyIDAインターナショナル名誉顧問紹介

Dr.Khan M. Zaman

AA訂Ｍインターナショナル事務局長

職歴

1957年２月

1966年～

1974年～

　　　明石　康　氏

日本予防外交センター会長

　明石康氏は1957年2月、日本人の国連専門職員第1号と

して国連事務局の政治安保理局政務担当官となった｡カン

ボジア事務総長特別代表､旧ユーゴスラビア事務総長特別

代表などを経て、1999年7月に日本予防外交センター会長

に就任。1931年生まれ。略歴は下記の通り：

学歴一研究活動

東京大学教養学部教養学科アメリカ科卒業。

東京大学大学院で国際関係を研究。

国際基督教大学講師。

フルブライト留学生としてバージニア大学

大学院で修士号取得。

その後フレッチヤー法律外交大学院及びコ

ロンビア大学大学院博士課程で国際問題を

専攻。

1998年3月　　立命館大学から国際関係で博士号を授与さ

　　　　　　　れる。　　　　　　，

客員教授歴

　国際基督教大学（1969、1990年）、青山学院大学（1989

　年）、立命館大学（1993年から現在）、東洋英和女学院大

　学（!998年から現在）、東京大学（2000年）。

　以上の大学の大学院で履修単位対象となる科目を担当。

講師歴

　ジョンズ･ホプキンズ大学国際問題高等研究所、国際問

　題高等研究所（SWI、ジュネーブ）。

　コロンビア大学､バージニア大学、フレッチャー法律外

　交大学院、プリンストン大学、エール大学、ハーバード

　大学、ニューヨーク大学、東京大学、東洋英知女学院大

　学、上智大学など、多数の高等教育機関での講師歴を持

　つc

1979年５月

1987年３月

1992年１月

1994年１月

　　AMDAインターナショナルはAMDA

　の名誉顧問をお願いしている方々をシ

　リーズで紹介している。今回はその第

　12回目として、日本予防外交センター
レ

∠

j万万生生ｽﾞ

明石康氏を紹介する。

国連事務局政治安保理局政務担当官とな

る。その後特別政治問題担当事務次長室、

事務総長官房などで勤務。

タイ・カンボジア紛争の調停などを担当。

国連大学設置委員会事務長などを務める。

国連日本政府代表部参事官となり、以来公

使、大使を歴任。

国連総会日本代表､国連開発計画管理理事

会予算委員会委員長などを務める。

国連広報担当事務次長に就任する。

軍縮担当事務次長就任。

カンボジア事務総長特別代表に就任。

旧ユーゴスラビア事務総長特別代表に就

任。

1995年11月　事務総長特別顧問。

1996年３月　　人道問題担当事務次長。

1997年12月　国連を退官。

1998年４月～1999年２月

　　　　　　　広島市立大学広島平和研究所初代所長を務

　　　　　　　めるし

1999年７月 日本予防外交センター会長に就任。

人口問題協議会会長､日本国際連合学会理

事長も務める。

著書

　「国際連合－その光と影」（岩波書店、昭和40年初版）

　「国連ビルの窓から」（昭和59年サイマル出版会）

　「国連から見た世界」（平成４年サイマル出版会）

　「An Agenda for Hope － The UN in a New Era」（平成５

　年サイマル出版会）

　「忍耐と希望－カンボジアの560日」（平成7年朝日新聞社）

　「平和への架け橋」（平成８年講談社）

他に多くの論文を海外･国内の雑誌や定期刊行誌で発表

している。

賞罰

平成４年

平成５年

平成５年

平成６年

平成８年

平成10年

第18回経済界大賞特別賞

秋田県名誉県民賞

第２回朝河貫一一賞

第10回在米日本商工会議所特別功労賞

田本人初）

第３回読売国際協力賞

外務大臣表彰
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国際協力　　　　う　　．

仁元|廠k示〉　文化祭「1円玉･5円玉ア‾ト/で募金

………∧､で…………JIJI　　　　　　笠岡市立笠岡東中学校生徒会顧問

　　　　　　　　　　大重義法

　　　　　　　　　　（文責：藤井逸子）　　　　　　
11月10日、笠岡市立笠岡東中学校の文化祭は「中庭ア

　　　　　　　　　　　に３　９
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中庭アート完成イベントに参加したAMDAスタッフ

担当した各パーツを組み合わせる生徒達

完成したコインアート「地球」

16　ﾒUWa4J｡uryz�2θQ7.j

一ト完成イベント」で生徒、保護者、教師が一一体となった

盛り上がりを見せました。

　３年前から学校全体で地域の清掃、地区内の施設での介

護補助など様々なボランティア活動に取組んでいますが、

ボランティアの幅を広げようと昨年の文化祭では1円玉･5

円玉アートで募金活動を行い「AMDAネパールこども病院

へ救急車を贈る会」に寄付しました。（詳細はAMDAジャ

ーナル2000年フ月号）

　ことしの夏休みには生徒会役員の生徒７名と生徒会顧問

の教師でＡＭＤＡ本部へ伺い会員情報局長の小池氏から

AMDAの活動やボランティア活動の意義についてお話を頂

きました。その後生徒会で何度も話し合い、文化祭のテーf｀

マを「地球」と決めました。地球規模のボランティア活動

として昨年に引き続き、１円玉･５円玉アートで募金活動を

行い、その募金をAMDAに寄付することにしました。

　中庭アート完成イベントにはAMDAから前プロジェク

ト推進局長の岡安利治氏に来て頂きアフリカのザンビアで

展開されている支援活動やAMDAの活動について話して

頂きました。その後生徒会から募金の目録を贈らせていた

だきましたが、当日も募金があり、最終的に80､422円を寄

付することができました。

　私達教師は生徒達の「自分達の手で全地球的規模のボラ

ンティア活動を展開していこう」という思いが、AMDAを

通じて世界に広がったことを実感できました。

生徒の感想

「大成功１円玉・５円玉アート」生徒会長：長岡美起

　私は1円玉･５円玉アートの企画・運営を他の生徒会総務r｀

の人達と一緒に担当しました。中庭アート完成イベントで

は司会もしました。生徒と先生、そして保護者の心が一つ

になって盛り上がり、とても良いイベントになったと思い

ます。アートの準備や製作はとても天変だったけれど本当

にやって良かったです。

「感動のアラシ！」3年生男子

　アートの完成まで苦労の連続だった｡クラスごとの展示と

の両立、１円玉不足etc｡でも、アートの完成には感動した。

しかもコピーは僕が考えた［l have a dream］が選ばれた

のだ。恥ずかしいなんて気持ちはなかった。ただ、ただう

れしかった。苦労した甲斐があったと言うものだ。本当に

良かったよ、アート！感動をありがとう！！！

デザインを考えた２年生女子

　私はこの文化祭でみんなが地球や世界に目を向けて考え

ることができるようになって良かったと思います｡そして、

これからもこの経験を活かして生活やさまざまな問題点に

ついても考えていってくれればいいなあと思います。



「何の絵かな？」２年生女子

　文化祭当日「中庭アートはいったい何の絵なんだろう？」

とドキドキ！並べている人たちもどんな絵に什上がるのか

全然わからずに自分達の担当パーツを運んでいる。

　絵は地球と鳥と「l have a dream」の文字。「いい言葉

だな｡」と思った。

笠河東中学校アート募金
前プロジェクト推進局長

岡安利治

　　　｢こんな楽しい文化祭が中学生のときにできたら楽しかっ

　　ただろうな｣というのが私の第一印象でした。 2000年11

　　月10日、岡山県笠岡東中学校で文化祭が開かれ、そのなか

!¶　でAMDAを支援する募金イベントがあり、贈呈式に招か

　　れました。中学校の中庭をメイン会場として、校舎の１階

　　から３階は各クラスの展示が行なわれた。

　　　通常､贈呈式といわれると、かしこまった雰囲気のなか、

　　募金をうけるという形式であるが、今回は楽しみながら募

　　金をうけさせていただきました。

　　　笠岡東中学校の皆さんは、１円玉と５円玉をまず全校で

　　募金して、その募金をもとに、全体で一枚のコインアート

　　(硬貨による地上絵)を作成した。この絵は生徒から公募し

　　て選ばれた１校を１年生から３年生までのクラスごとに分

　　担してそれぞれのボードにコインアートを作成していく。

声｀

AMDAﾚ富校,生1会]=ヽ……1万万万

民族衣装で記念撮影の高校生会メンバー

「アートが完成して」３年生女子

　アートが完成した瞬間のみんなの歓声と拍手と笑顔がず

っと心に残っています。そしてこのイベントのテーマソン

グ「ＢＬＵＥ ＳＫＹ」を歌った「うた歌い隊」の歌声は学

校全体に響き渡る最高の歌声でした。

そのため各クラスの作成段階では最終的にどのようなアー

トが完成するのか、わからないという楽しみがあったそう

である。

　贈呈式ではザンビアヘの支援ということで簡潔にAMDA

のザンビア活動を紹介したが、生徒からも元気のいい質問

が飛び出し、楽しい雰囲気のなかで式が行われた。

　文化祭終了後にボードに貼られた↓円玉や５円玉が剥が

され、計80､422円の募金総額がAMDAに送られてきた。

　この募金はザンビアでAMDAが行なっている貧困層の

人々を対象にした職業訓練、識字教育、コミュニティ農園

等の事業の資金として使われる予定である。 12月10日か

ら2002年３月まで私自身、JICAと連携しているザンビア

国プライマリーヘルスケア事業に派遣されますので、資金

の活用状況を確認していくつもりです。

　｢楽しみながら国際協力｣そんな言葉がふさわしい笠岡東

中学校のイベントでした。

　笠岡中学校関係者の皆様にこの誌面をお借りしまして御

礼申し上げます。

あいフェスティバルに参加

奥埜恭子・三宅ちか子・渋谷未来・川上侑希

小数美実・宇田由美子・大塚瑛子・一般参加者

　私たちAMDA高校生会は10月28 ・29 日に岡山市内の

下石井公園で行われた「あいフェスティバル」に参加しま

した。「あいフェスティバル」というのは、日本人と外国

人が共に住みよい街づくりを進めようという企圃のもと、

岡山在住の外国人たちがそれぞれ店（ブース）を出し自分た

ちの国の特産品や食べ物などを販売し､国際交流を深めよ

うというイベントでした｡私たちは各国ブースに分かれて

店のお手伝いをしました。

　この2日間は悪天候にもかかわらずたくさんのお客さん

が来ていてもう大繁盛でした｡高校生会のほとんどのメン

バーは民族衣装のファッションショーにも挑戦しました。

　普段絶対に着ることのできないものだったので､すごく

わくわくしました。（ちなみに僕はモンゴルでした｡）

　この「あいフェスティバル」を通じて日本人、外国人を

問わずたくさんの友達ができ､人と人との輪が大きく広が

りました。そして何よりも私たちAMDA高校生会の結束

が前にも増して深まったように思いました。

　この２日間はとても忙しかったけど、楽しい２日間でし

た。来年も是非とも参加したいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上　佑希

AMZ)yL/∂urｱ1α/2aθj.j　17



神奈ﾉ11支部だよもﾉ

　　　　　平成13年１月　医療通訳養成講座　受講生募集のお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA神奈川支部　代表　小林　米幸

　11月より再び来年9月まで毎月一回のペースで医療通訳養成講座を開催いたしております。毎回、各分野の

専門家に「やさしい日本語で」専門分野や専門用語について講義をいだだきます。受講者の資格はとくにあり

ませんが、日常会話程度の何らかの外国語を話すことができれば結構です｡単に興味があるだけという方も歓

迎いたします｡‥　　　　　　十

１月テーマ　「外国人と予防接種、定期検診など保健所の仕事」‥‥‥‥　‥

当
時
所
話

担
日
場
電

中沢由江バ横浜市瀬谷保健福祉事務所保健婦、ＡＭＤＡ･会員）　、

１月20日（土）午後１時より３時　　　　　　　　レ　……:　　　　　’

小林国際クリニック（小田急江ノ島線鶴間駅下車徒歩３分）ノ　　　　　　‥　＜

０４６－２１６､３十１３８０レ　犬　　　　　　∧　　　＞　参加費　　500円

小林国際ク］Jニヅク∧FAXO‥46－263－091:9（連絡先を記載してください）

　’　　　　　　　　電話　0ﾌﾟ４’６ －２６ ３－１３８ ０‥　　＊＼水曜日、･日･祭日は休診です。

11月度の医療通訳養成講座報告

　11月度の医療通訳養成講座が、日月12日（目）大和市

の小林国際クリニックで行われた。

　テーマは、「タイ人患者のケア、文化と考え方」につい

て。参加者はフ名。講師は、日本在住のタイ人看護婦、心

光スリパウンさん。心光さんは、AMDA国際医療情報セ

ンターのタイ人エイズプロジェクト担当で、相談を受け、

病院を訪れたり、帰国の手続きのため大使館に出向くな

ど、田V患者の総合的なケアをしている。

　　タイ人患者をケアする際に知っておくべき事柄

１．教育と言語

　50歳以下の人は、義務教育として小学校で勉強してい

るが､50歳以上は文字の書けない人が殆ど。ローマ字が書

けない人も多いので、問診表の記入などが困難。

２．宗教

　80％以上が仏教徒。

　男性は、魔除けの意味で上半身に刺青をし、プラクルア

ンという仏像のペンダントを身につけ、大切にしている。

３．入浴

　水浴び､またはシャワーを毎日浴びる｡浴槽に入る習慣、

人と一緒に入浴する習慣はない。

４．在日タイ人の生活と医療問題

　特にオーバーステイの貧しい人たちは､不規則な生活の

18　ﾒ1Ma4ja。a/ 2図jj

柘植　靖子

上、１つのアパートに大勢で暮らしている場合が多く、

衛生状態もよくない。

　オーバーステイで保険に入れない人が多く、日給で生活

している人は特に、通院のために休むことができない。

日常会話はできても、医療用語は難しく、病名や病状など

の日本語が理解できない。

　薬に関しては、自己管理志向が強く、自分で量を調節し

たり、自分の判断で知人に譲ってしまうこともある。

５．タイの医療制度

　国立と私立の病院がある。

　医療費は医師が自ら決めるので、人気や経験､知名度に

よってさまざま。

　バンコクには日本語の通じる病院も多い。

６．タブー

　子供の頭をなでる。

　タイではシャツの上から聴診器をあてるので､女性の診

察は特に慎重に。

７．妊娠・出産

　日本の保険制度､母子手帳などを知らない人が多い。定

期検診を受けず、出産直前まで来院しない場合もある。

８．タイ人に多い疾患

　寄生虫疾患､マラリア､結核､デング熱､HIV…など感染症

が多いため、予防接種に関しては日本人よりも積極的。

ぞ
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ﾚ映画ｺ
　21世紀を迎え、17年目に入っ

たＡＭＤＡの活動も大きな広が

りをめざしております。

　開発途上国における長期的活

動の展開が実施できましたのも、

AMDAを理解しご支援下さった

皆様のお陰とスタッフ一同感謝

しております。ありがとうござ

いました。

　皆様もお気づきと思いますが、

今年からの特定非営利活動法人

としての法人運営移行開始に伴

いまして、部局名称等の変更が

あります｡例えば､プロジェクト

推進局をコミュニティサービス

局と変更、アムダ　インターナ

ショナル事務局の新設等多々あ

りますが、徐々に紹介していき

たいと思います。

　どうぞ今後共変わらずご支援

賜りますようお願いいたします。

＊１月５日（金）

　21世紀鍋（2,100食が一般の皆さ

　んに振る舞われます）

　山陽放送で16 : 00 より生放送

　AMDAブースにおいてパネル展

場所　岡山市クレドビル前

問い合わせ先　山陽放送

＊１月20日（土）～21日（日）

　国際協力･NGO活動理解促進事業

　『ＮＧＯこんにちは！NGO屋台村Ｊ

　NGO活動紹介、NGO交流会

　（昨年に引き続きAMDAも参加）

場所　札幌市生涯学習総合セン

　　　ターちぇりあ

時間　20日13 : 00 ～18 : 30

　　　21日10 : 00 ～17 : 00

問い合わせ先

　財団法人札幌国際プラザ

　市民交流課　01 1 -211 -2105

国際公益活動を支えるご寄付のお願い

　AMDAの国際的な人道支援活動を支えるのは皆様からのご寄付です。

　緊急救援､地域保健、生活向上支援等々、各地で様々な活動を実施継続するた

めのご寄付をよろしくお願いいたします。

　綴じ込みの郵便払込取扱票をご使用いただくと、手数料はかかりません。

　また、特定の国、活動種類｡プロジェクトをご支援下さる場合は、払込票の通

信欄に明記して下さい。　　　＼　　▽

特定の国ニ　　インドムカンポジアンネパール、バングラデシュ、ミャンマー、

　‥　∵フ　‥アンゴク、ケニア、ザンビア、ジブチ、ルヴンダ、コソボ自治州、

………　　　　ボリビアレホンジュラズ

活動種類 緊急救援、地域医療、子ども病院、保健衛生教育、人材育成、

教育、自立支援二十＼　　　　　　　　　…………

プロジｉクトプロジ１グト名4こつ:いては､'右のAMt)Å活:動一:覧をご覧下さい。

※ご寄付に関するお問い合わせは、総務会計局までお願い:いたします。

’　　電話　‥0861284一60:5↓レ∧FAX｡………i086-284､8959‥‥‥‥‥:

土　‥Ｅメノ十ル……w･ebm卵図r.肩丿面1£or.］や才六…………。＼１………

人・海外往来 2000年10月16日～11月15日

アジア ネパール

ミャンマー

JICAフィリピン
カンボジア

ペトナム
バングラデシュ

辻井美由記（インターン）

高野　　篤（医師）
鈴木　悛介（調整員）

片山由紀子（医師）

上住　純子（看護婦）

小林　哲也（新駐在代表）

野村　由香（看護婦）
和田　宣子（管理栄養士）

河崎　弥江（看護婦）

九里　武見（医師）

藤野　康之（調整員）

漬田　一彦（医師）

菅波　　茂（ｱﾑﾀﾂﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ理事長）
F.P.Flores（ｱﾑﾀﾞｨﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ副理事長）

K.M.Zaman（ｱﾑﾀﾂﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ事務局長）

小平　雄一（ｱﾑﾀﾞｨﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ事務局）
鈴木　剛史（コミュニティサービス局）

小西　　司（ｱﾑﾀﾞｨﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ事務局）

高瀬かおり（ｱﾑﾀﾂﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ事務局）

川村　栄次（駐在代表）

伴場　賢一一（コミュニティサービス局）

ヨーロッパ コソボ 廣田　祐子（駐在副代表）

アフリ力 ケニア

アンゴラ

ジブチ
JICAザンビア

林　　信秀（地域事務所代表）
石原　　聡（調整員）
岸田　典子（コミュニティサービス局）
谷合　正明（駐在代表）
田中　一弘（総務会計）
伊藤まり子（医師）

佐々木　諭（調整員）
妹尾　美樹（保健教育）
広田　乾美（公衆衛生）
岡安　利治（調整員）

中南米 ホンジュラス 前田あゆみ（,駐在代表）

AMDA Joumalに関するお問い合せは、ＡＭＤＡ会員情報局　TEL 086-284-8104まで

＊ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご使用下さい。

　連絡欄に振込目的を明記して下さい。

＊クレジットカード（全日信販のAMDAカード）

　AMDAカードについてのお問い合せは、

での会費納入方法もあります。

全日信販株式会社　本社営業部　086-227-7161です。

ＡＭＤＡホームベージ

http://www.amda.or.jp
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★アジア

イント

カンホシフフ

ネパー/し

ＡＭＤＡプロジェクトヘのご支援をお願いします

保健衛生

-

地域医療

人材育成

教育

緊急救援

医療

人材育成

保健衛生

子ども病院

ハングラテシュ

ミャンマー

★アフリカ

アンコラ

ケニア

ザンビア

シブチ

/しワン9｀

資ヨー1コッパ

コソホ自治州

★中南米

ボリピア

ホンシュラス

地域医療

人材育成

子ども病院

地域医療

人材育成

教育

保健衛生

地域医療

自立支援

保健衛生

保健衛生

自立支援

自立支援

地域医療

地域医療

人材育成

自立支援

地域医療

人材育成

保健衛生

保健衛生

＊アユルベーダ薬草園プロジェクト

＊AMDAカンボジアクリニックプロジェクト／巡回診療プロジェクト

＊タケオ州アングローカル行政区保健衛生プロジェクト

＊デイケアセンター／チャンバック小学校再建プロジェクト

＊メコン川水害緊急救援プロジェクト

＊ダマック市AMDA病院プロジェクト

＊医療人材育成センタープロジェクト

＊エイズ予防プロジェクト

＊ＡＭＤＡネパール子ども病院プロジェクト

＊無料診療所プロジェクト／ボートによる巡回診療プロジェクト

＊AMDAトレーニングセンタープロジェクト（ACT）

＊ミャンマー子ども病院プロジェクト

＊AMDA診療プロジェクト

＊医療専門家育成プロジェクト（ACT）

＊防災学校／教育普及プロジェクト

＊浄水供給プロジェクト

＊国内避難民救援プロジェクト

＊ＡＢＣプロジェクト

＊ＨＩＶプロジェクト

＊PHCプロジェクト

＊ABCプロジェクト

＊コミュニティー農園プロジェクト

＊ソマリア難民救援医療プロジェクト

＊エリトリア難民救援医療プロジェクト

＊産婦人科病院人材育成プロジェクト

＊ABCプロジェクト

＊診療所再建・診療プロジェクト

＊上級救急救命技能研修プログラム

＊HIVプロジェクト

＊衛生教育セミナープロジェクト/排水溝建設プロジェクト
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あなたたちのちからを

　必要とする人たちがいます

ＡＭＤＡ募金箱を置いていただける方はご連絡下さい（TEL 086-284-7730）


